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神経発達症群

齊藤万比古

　中山書店刊行による〈講座 精神疾患の臨床〉の
第 9巻にあたるのが本書『神経発達症群』である。
まず注目すべきは，本書が米国精神医学会の
DSM-5が提唱し，精神疾患分類の国際基準となる
はずの世界保健機関による ICD-11でも採用された
神経発達症群（NDDs）という疾患群名を書名とし，
ICD-11の疾患分類に準拠して構成しているところ
である。この書名は従来なら「発達障害」とされた
ところであろうが，それだと NDDsに含まれる
個々の神経発達症（NDD）の影が薄まり，あたかも
発達障害という単一疾患であるかのような印象を読
者に与えてしまう危険が残ったであろう。本書がそ
うした発達障害の曖昧さを避け，精神疾患としての
NDDsを前面に押し出したところに評者は児童精神
科医として共感を覚える。
　本書は総論に続く各論で知的発達症，発達性学習
症，自閉スペクトラム症（ASD），注意欠如多動症
（ADHD）の 4疾患をそれぞれ章立てしてその諸側
面に触れ，最終章に 4疾患以外の発達性協調運動症
や常同運動症などの NDDと，NDDsに分類されて
いない排泄症群，反抗挑発症，素行・非社会的行動
症，さらには ICD-11では神経系疾患に分類された
一次性チック症を関連疾患としてまとめているとこ
ろに工夫がある。まさに NDDsの手強さは，上記
の反抗挑発症や素行・非社会的行動症，そして総論
である 1章の「神経発達症群における鑑別と併存
症」と「adverse childhood experiences（ACEs）の 項 で
扱われている乳幼児期の心的外傷に関連した精神疾
患などの併存症が絡みあう入り組んだ状態像をとら

える必要がある点と，そうした個々のケースの全体
像に応じた治療を組み立てねばならない点にあるの
だから。
　NDDsの子どもを持つということは，標準的な発
達の子どもと比べると養育者の抱えるストレスが大
きくなりがちであり，それによって養育者の自尊心
や自己効力感の低下を生じ，ACEsとなるネグレク
トなどの虐待的養育姿勢が誘発されやすくなる。評
者が特に興味を惹かれるのもこの点で，本書は
NDDを持つ子どもが ACEsを持つことで生じた状
態像や精神疾患の発現に果たす神経発達特性と
ACEsの相互作用についても触れている。しかし，
NDDを持って生まれるということが ACEsを受け
やすくするのか，ACEsが ASDや ADHDの病因と
なるのかという NDDsの本質に迫る大切な議論に
は未だ明確な解答はない。
　このように本書は読者が関心を持っている NDDs
の諸側面や諸課題をめぐって興味を次々と刺激して
くれる幅と深さを持った構成となっている。この本
を手に取った読者は臆せずにまず目次と索引に目を
通し，興味を惹かれる項目や章を見つけたら，そこ
から読み始めたらよいと思う。刺激的な NDDsの
世界の旅はそこから始まるだろう。
 （恩賜財団母子愛育会愛育研究所）
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